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ケーススタディに基づくＡＤＨＤについての研究
東郷淳一 常
はじめに
近年、ＡＤＨＤという言葉をよく耳にするようになった。本屋に行けばＡＤＨＤに関する
書籍を苦もなく見つける事ができる。それは社会的な関心の高まりの反映であろう。その
高まりの根底にあるのが、近年社会麗題化している学級崩壊であり、ひとつの原因とされ
ているのがＡＤＨＤ左どの精神疾患である。その言葉は一人歩きをはじめて、正確な意味
を正確に理解しないままＡＤＨＤの言葉を使用している事が、教育現場などで多くなって
いる。特に、問題のある児童をなんでもかんでも精神的な疾患と結びつけて考えようとし
てしまう風潮は危険である。
ＡＤＨＤはおよそ100年以上前から概念が作成され、しっかりとした診断に基づいて診断さ
れている。正確な知識を得る事は、余計な誤解を避けるために大切なことである。そのため
にも改めてＡＤＨＤについて研究し、まとめていきたい。また筆者が実際の小学校でＡＤＨＤ
児の指導に当たった記録を検証し、ＡＤＨＤ児の学校での対応や指導法を検証していきたい。
これから２章に分けて、ＡＤＨＤの基礎研究と、実際に体験したケースの検証をしていき
たいと思う。
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第一章ＡＤＨＤの基礎研究
(1)ＡＤＨＤとは何か
ＡＤＨＤとはAttentionpeficlﾄ/Hype形ActiviWDjsorderそれぞれの頭文字を取った略称であ
る。ＡＤＨＤの意味を理解す為に当たって、それぞれの意味を追っていくのが分かり易い。
Attentionとは「注意｣、Deiicitとは「欠陥｣、町per-Activiwとは「多動」を表し、
Disorderとは「障害」という意味である。日本での名称は、それらを総じて、「注意欠陥多
動性障害」となる。つまり以上のような症状が中心的な精神疾患の事をＡＤＨＤと呼ぶ。
もともとＡＤＨＤとはアメリカ糒神医学会による糒神疾患の診断・統計マニュアルの第３
版（ＤＳＭ一m）によって初めて提唱された診断名である。提唱されたのが1980年という
事からも分るように、ＡＤＨＤとはかなり新しく、研究されて間も無い障害であるという事
ができるだろう。よって、その原因も完全に特定されてはおらず、研究途上である。
(2)定義
ＡＤＨＤのわが国におけ為定義は、ZOO2年１０月２１日に文部科学省の「特別支援教育の
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俶在り方に関する調査研究協力者会議」の．今後の特別支援教育の在り方について”に記さ
れている。
ＡＤＨＤの定義
ADIのとは、年齢あるいは発達に不釣り合いま注意力、及び／又は衝動性、多勤性を特徴
とする行動の障害で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすものである。また、７歳以前
に現れ、その状態が継続し、中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。
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（３）診断基準
ＡＤＨＤの診断方法には多肢にわたる方法が試みられている。ここでは代表的な診断基準
を提示する。
①DSM-wによる診断基準（略）
②IcD10による診断基準（略）
③DSM-IVとlCD-10の違い（略）
④日本における診断基準
文部科学省では、障害種別の枠を超えた盲・聾・養護学校の在り方、学習障害、注意欠
陥／多動性障害（ADHD）など小・中学校に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童
生徒への対応等を検討するための、特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議を
設置して、調査審議を行い、「今後の特別支援教育の在り方について」という答申を発表し
た。その中で、同会議におけるＡＤＨＤの定義つけや、診断基準、支援の有り方などを発
表している。わが国のＡＤＨＤに対する見解の柱として位置付けられるため、ここで示す。
ＡＤＨＤの診断基準
以下の基準に該当する場合は、教育的、心理学的、医学的な観点からの詳細な調査が必要
である。
１．以下の「不注意」「多動性」「衝動性」に関する設問に該当する項目が多く、少なくとも、
その状態が６カ月以上続いている。
‐不注意一
・学校での勉強で､細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする。
･課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい。
.面と向かって話しかけられているのに、聞いていないようにみえる。
･指示に従えず、また仕事を最後までやり遂げない。
･学習などの課題や活動を順序立てて行うことが難しい。
-気持ちを集中させて努力し続けなげれぱならまい課題を避ける。
･学習などの課題や活動に必要な物をなくしてしまう。
･気が散りやすい。
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・日々の活動で忘れっぽい。
-多動性一
・手足をそわそわ動かしたり、着席していてもじもじしたりする。
･授業中や座っているべき時に席を離れてしまう。
・きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする。
.遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。
．じっとしていない。または何かに駆り立てられるように活動する。
・過度にしゃべる。
‐衝動性一
・質問が終わらないうちに出し抜けに答えてしまう。
･順番を待つのが難しい。
･他の人がしていることをさえぎったり、じゃましたりする。
2．「不注意」「多動性」「衝動性」のうちのいくつかが７歳以前に存在し、社会生活や学校
生活を営む上で支障がある。
3．著しい不適応が学校や家庭をどの複数の場面で認められる。
４知的障害（軽度を除く)、自閉症などが認められまい。
⑤わが国の診断基準の特徴（略）
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(4)一般的な症状
ＡＤＨＤ児の一般的な症状を列挙し、以下に考察を示す。
①ＡＤＨＤ児に必ず存在する症状
ａ集中の露難
ある特定の作業を長く続ける事が困難であること。例え自分の好みの映画やゲームに関
しても、継続することが困難な場合は重症のＡＤＨＤである。
ｂ課題に飽き易い
ある特定の作業を鍛後まで貫徹する事ができない。また、頓まれ事をすぐに忘れてしま
ったり、授業中に窓を見つめていたり、別の事をしていたり、他の子どもにちょっかいを
だしたりする。
c行動の不…致
ＡＤＨＤの子どもたちは、時に他の子ども達と同じように集中して仕事をする事ができ
る。ただ、それは長続きさせることが困難である。
②症状が存在する事があるもの
ａ衝動性
思いついた瞬鶴に行動してしまう、クラスで問題の答えを出し抜けに発言したりしてし
鱈
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まう、順:番を待つのが苦手である……といった症状である。
この衝動性のために、ＡＤＨＤの児童は自分の経験から学ぶ事が困難にまる。言い換える
と、ＡＤＨＤ児は何をしたら良いのかが理解できないのでは無く、知っていてもできないの
である。そのため自分の行動に自信を失い、クラスの中で積極性を失ったり、自己嫌悪に
まったりして、行動に対して悪循環に陥る事がある。
ｂ多動性
ＡＤＨＤの中心的症状である。絶えず行動し、まるでモーターが付いているかのように動
き回る。授業が始まっても椅子にじっと座らせておく事が困難で、また椅子に座っていた
としても、手や足がいつも動いていてじっとしていることができない。
ｃ社会的な不器用さ
ＡＤＨＤの子どもはしばしば、社会的な状況を読み取る事が困難である。また、自分のや
った事の結果が分っていないので、失敗が多い。彼らは物事の結果を予測す為事が困難在
ようで、場面場面の適切な反応をする事が出来ない。また、他人の表情を読み取る事がで
きず、他人の感精を理解できずにトラブルを引き起こしてしまう事がある。他にも、遠慮
や気遣いが苦手なため、他者の前で年齢相応の対応を取ることが出来ない場合がある。
以上のような行動をとるため、このような突出した行動は、仲間から違和感をもたれて
しまう。そのためにＡＤＨＤの子どもは、孤立してしまうか、自分よりも幼い子どもと遊
んだり、年上の子どもとしか付き合えなかったりする。ＡＤＨＤの子どもの異常には、彼ら
の仲間が一番はじめに気づく事が多い。
d賞欲さ／e秩序の破壊/f頑固／g不器用／h学習函難/i短期記憶の問題／ｊ乏し
い動機付け／ｋ低い自尊心／ｌ腫脹の簡題／ｍ挑戦的な行動（略）
③ＡＤＨＤ児の低い自尊心がもたらす問題点（略）
a回避／b誉められても喜ばない／c接触防衛／d不正/e嘘つき／fおどける／ｇ退
行行動／ｈ学校を嫌がる／ｊ宿題からの逃避／ｊテレビ中毒／ｋ攻撃性／ｌコントロール行
動の失敗／m受動的な攻撃／､否認／o合理化／ｐ衝動性
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(5)具体的な症状
定義や診断基準、一般的左症状を示してきたが、この項では具体的な事例に基づくケー
スを示し、考察する。
事例①３歳男児
i症状
赤ちゃんのときはあまり手の掛からない子どもでしたが、歩きだしたころから落ちつき
がなくよく動き回った｡買い物に連れて行くと母親の手を振り払って勝手な所へ行こうと
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するし、高いところにも平気で登って母親をはらはらさせるしとても大変だった。ついつ
い家の中へ親じ込めがちになっていた。たまたまに公園に連れ出すと、他の子が持ってい
るおもちゃを取り上げたり、順番をまたずに滑り台に登ったりするので、母親は局りの冷
たい視線に耐えられなくなって、子どもの手を引いて無理やり家につれて帰ったりもした。
対応
ＡＤＨＤで、発達的には全体として平均的な力はあるけれども、言語面でやや未熟な面が
あった。ＡＤＨＤについて両親に説明をしてけっして育て方が悪いのではないが、手がかか
ることを説明した。父親や祖父母の協力をもとめ、母親の負担を軽減した。家庭児童相談
室の協力で保育所に入れてもらい、グループ指導にも参加するようになった。相変わらず
活動的だが、言語面の発達が著しく、お母さんは明るく元気に承った。
考察
この児童は典型的な多動の傾向がみられる。目で見えたものに対して、何の考えもなく
突進してしまうのは、衝動性の症状である。一般的な症状でも示した通り、ＡＤＨＤ児は順
番を待つ事や、ルールを理解する、他人の所有物を尊重するなど行動が出来ないため、著
しく社会性が欠如してしまうことが多い。このまま何の対処もまく育ってしまうと、自ら
の社会性の欠如から、学校の中でも浮いた存在になってしまい、社会'性の欠如からもたら
される２次障害を研き起こすケースも多い。また、年齢が上がってもこの症状が改善され
なければ、万別きや、放火など、著しく反社会的な行動に走ってしまう行為障害に発展し
てしまう可能性がある。ＡＤＨＤを持っていた子どもの５％が行為障害に発展してしまうと
いうセリコウイッツ氏の研究データもある。
また、ＡＤＨＤ児を持つ親には常に多大なる負担がかかるものである。特にＡＤＨＤと診
断される前は、「何故自分の子どもだけ、他の子と違うのか」と困惑して、それが精神豹な
負担になってしまうことが多い。逆にＡＤＨＤであるという障害である事がわかるだけで、
かなりの精神的不安が軽減される事が多い。いずれにしても、このケースのように医療機
関や保育機関が連動して、親の負担を軽くするような働きかけをする事が大野である。
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事例②小学一年生女児
症状
２歳の頃から痙箪発作があり、てんかんとして治療をうけてきた。幼稚園は小規模で自
由な雰囲気のところだった。本人は他の子より少し幼い感じはあるものの、のびのびして
いた｡小学校に入学して－学期の懇談会で､落ちつきがなくて席に座っていないといわれた。
連絡帳にもかけないので先生が毎日記入してくれた。
二学耀になって少し席に座れるようになったが、周りの子をつついたり、鉛筆をかじっ
たり、学習のできないような状態だった。持ち物の整理ができず、忘れ物が多いのも困っ
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た事だった。先生はその都度注意するのだが、何回言っても効果がなく困り果てていた。
対応
ＡＤＨＤ（混合型で不注意症状が顕著）にてんかんとＬＤ（学習障害)、発達協調性障害を
合併していて、教室での勉強に支障があった。一部の教科では、鐘害児のクラスで勉強す
ることにした。また、原学級では、担任の目が届き易く不必要な刺激が入りにくい一番前
の席に座る様にした。また必要に応じて担任が声をかけるようにした。環境の調整と学業
漣の個別的な指導で、大きく成長し、落ちついた。
考察
ＡＤＨＤの児童はかなりの確率で、ＬＤやてんかん、発達協調性障害など、他の障害を併
発していることがある。特にＬＤとＡＤＨＤが併発した場合、教室での指導や学習に支障
をきたしてしまう事が多い。ＬＤ児は特定の教科の学習に対して困難を伴う。担任の一斉
指導の合麗のわずかな個別指導だけでは、彼らを理解する事が難しい。中途半端な学習は、
ますます他のクラスの子どもとの学習差が開き、それがさらにＬＤ児の自尊心を傷つけて、
勉強嫌いに拍車をかけることがある。このケースでは、特定の教科だけ障害児のクラスで
勉強するという方法で解決した。ＬＤ児にはＬＤ児のペースでじっくりと教えていくのが
大切である。また、周りと比較されないような環境は理想的である。遅くても着実な学習
を心掛けたいものである。
また、このケースでも示されているように、幼稚園ではのびのびしていても、小学校に
あがると、急に症状が顕著化する事がよくある。それは、学習方法の違いによるものだと
推測する。幼稚罰においては、園の環境設定に基づく自由遊びが中心で、環境の中で経験
をつませることを通して学習させるという、経験主義的な教育方法がとられている。他方、
小学校では単純な暗記が多く、学習中心主義的な教育である。幼稚園では、体を自由に動
かす事によって、十分体のパワーを発散できたのだが、小学校では、体を動かす時間が幼
稚園に比べてかなり限られてしまうため、行き所を失ったエネルギーが授業中にもかかわ
らず発散されてしまうのである。また、ＡＤＨＤ児は環境適応能力が低く、一度ついてしま
った習慣を変更する事に困難を伴うという特徴がある。幼稚園の生活習慣から、小学校に
上がっていきなり小学校の習慣に合わせる事が難しいのである。この事例のように、幼稚
園で自由保育が徹底されていればいるほどその傾向は大きくなるだろう。よって、ＡＤＨＤ
児は環境に憤れさせる事が重要で、小学校に入るための十分な準備が必要ではないかと思
う。また、幼稚鰹と小学校が連携し、子どもが環境に適応し易くなるよう左学習環境を構
築することも大切ではまいだろうか。
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事碗③小学４年生男児
症状
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小学校低学年の頃からやんちゃな子と言われていた。遊ぶのは大好きで、誰とでもよく
遊んだ。勉強の時間に周りの子に話しかけたり、消しゴムをもてあそんでいたりして集中
していないにもかかわらず、テストになるとそこそこできた。持ち物の整理ができず、ま
た忘れ物が多くていつも注意されていた。４年生になり、担任が変わると叱責を受けるこ
とが多くなった。母親は忘れ物が多い、まじめに授業を開いていないと先生から注意をう
けた。２学期になるとクラスメイトとケンカをして怪我をさせて、友達の家に謝りにいっ
たこともあった。先生は「この子はトラブルメーカーです」と言い、今まで担任した中で、
一番困った子どもだと言う。
対処法
ＡＤＨＤ（混合型）で、衝動のコントロールの悪い子どもである。知的障害は見とめられ
ず、神経学的な閥題もなかった。学校の先生との関係、親子の関係がかまり緊張状態にあ
ることと､子どもの衝動性がかなり高いと判断されたために､精神安定剤の投薬をする一方、
親と学校に子どもの状態を理解してもらい、環境を調整することが必要と説明した。
一方子どもに関しては、本人の意見を開くことにした。初めはまた叱られるのではない
かという警戒心があり、素直には語ってくれない。しかし、時間をかけるとすこしずつ想
いを述べるようになった。相手がきっかけを作ったのにいつも叱られているのは自分だと
いい、何でも自分が悪いという見方を担任がしているという不満を言語化することができ
た。本人の思いを受けとめて、同時に子どもの良い所をしっかりと認めた。どのよう喉時
に暴力を振るってしまうのかを振り返る事を試みた。暴力的行動の起こし易い状況を把握
して、衝動的な暴力をコントロールできた時は、大人がしっかりと認め誉めるように、親
や学校の先生に頼んだ。６ケ月もするとすっかり落ちつきを見せるようになった。
考察
ＡＤＨＤ児の多くは身の回りの整理整頓ができなかったり、忘れ物が多かったりするので、
ＡＤＨＤに詳しい先生でないと、単に”だらしのない子ども,，と映って、叱責の対象となる｡
彼らの多くは頭では理解しようとしていても、実際には行動できない。担任からの叱責が
繰り返されることによって、自信を失ったり、周りの友達との人間関係が悪化したりする
ことがある。
前にも言ったが、ＡＤＨＤ児を教育する事は、環境が重要である。環境とは、学校、家庭、
地域の他に、友達や両親、担任などの人間関係も含まれる。もともと担任教師がＡＤＨＤ
に対する理解があれば、もっと良い対応が見こまれたと思う。衝動的頑ものをコントロー
ルさせるには、かなり根気のいる指導が必要になる。また、ＡＤＨＤ児は相手に気持ちを整
理して伝えるのが苦手であるため、閉き手も、彼らが言いたい事を伝え易いように配慮し
てあげるのが大切である。
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（６）ＡＤｌ－ｌＤの歴史
ＡＤＨＤという精神疾患が話題にまりだしたのはつい最近のことである。それでも、
ＡＤＨＤが科学的に確立されてからすでに２０年弱、また初めてＡＤＨＤについての概念が
発見されてから100年余りの時間が経とうとしている。ＡＤＨＤを知るためには、その歴史
を知ることが大切である。ここでは、ＡＤＨＤの歴史を示し、考察を加えていく。
のＡＤＨＤの概念が発見され、基礎研究が始まり出した時代（１９００～）／②多動性が注目されてき
た時代（１９６０～）／③注意欠陥（AttentionDehcit）が蓋目された時代（19710～）／①ＡＤＨＤ
の診断基準が作成された時代（1980～）／⑤ADl-IDに科学の目があてられるようになった現代
(１９ｇｏ～現在〉（略）
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第２章ＡＤＨＤ児のケーススタディー
（１）Ｙ小学校におけるＡＤＨＤ児について
前章まででは、ＡＤＨＤに関する基礎知識や典型的な症状などを考察してきた。この章で
は、筆者が体験した具体的左ケースを研究していきたい。
①研究対象について
まず研究を始める前提として、対象の学校、その地域、対象クラス、対象児童について
示しておく。
a学校について
学校は東京でも中心部に位置し、かなり都会の中の学校の部類に入るだろう。児童数は
およそ１２０人で、小規模枝の部類に入る⑪各学年は１クラスずつである。
b地域について
東京の都心部であり、周りは主にビジネス街である。ただ、主要路線を外れると、閑静
な住宅街が広がる。また、大規模な公務員宿舎がありそこからも多くの児童が通っている。
駅が近く、その周辺には大規模な商店街が広がっている。ビジネス街なので、居酒屋等、
大人向けの店の多い商店街である。
ｃ対象ｸﾗｽについて
対象のクラスは第一学年である。児童数は全部で２５名。男子１４名、女子１１名と男子
の方が若干多い。ＡＤＨＤ児の他にＬＤと診断された児童もいる。また、家庭の事情によっ
て特に配慮が必要な児童が２名いる。
｡対象児童について
対象のＡＤＨＤ児は６歳、小学一年生の男児である。小学校に入る前からＡＤＨＤと診断
され、月、水、金をこの小学校ですごし、火、木を特殊学級に通級している。症状にが日
によってむらがあるので、その時々によって、薬物を処方されている。多動傾向が強く、
椅子に座っている事が苦手である。教科では、国語が多少できる以外は取り組もうとする
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姿勢を示すこともなく、公文など特別な教材を使用して学習していた。
②入学から活動前までの状況
授業では椅子にすわっていることが困難で、出歩いたり教室から出て行ったりする事が多
かった。特に月曜日は家で過ごした後だけに、学校では多動の症状が多くでていた。午前中
はまだ比較的に集中しているが、午後の授業になると全く集中できずにいる事が多かった。
授業を受けさせるような状況ではなかったので、ＡＤＨＤ児には彼だけの教材を使用して
学習させていた｡それでも４５分集中できたことはほとんどなく､最初の１５分位学習させて、
目標に到達したら自由に行動させるようにしていた。
③指導の形式
私はあくまでもボランティアの教師であるため、授業は担任の先生が行い、私が主に
ＡＤＨＤの児童を見たり、それ以外の児童に対しても個別指導したりしていた。週に１～２
回程度の活動だったので、主に学習の指導が多く、その中でもＡＤＨＤの児童にマンツー
マンでついている事が多かった。変則的なＴＴ（ティーム・テイーチング）のような形で
あった。
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(2)実習記録に基づく－年間の経過報告
以下は実際に当時とっていた実習記録を元に、ＡＤＨＤ児（Ｋ君）とのかかわりを簡潔に
記し、考察を加えた。
６月５日活動初日
初めての活動。ＡＤＨＤ児（Ｋ君）を主に見ることにまった。私がやることは、Ｋ君を
マンツーマンで指導する事である。授業の時は常に机の隣りにいて、勉強を指導する。挨
拶をしても特に反応はない。彼だけに注意を向けていればともかく、他の子の勉強を見て
いるすきに、教室から出て行く事もあった。いきなり初日から、教室内を自由に歩き回り、
椅子に戻しても５分とじっとしていられない。抑えつけても暴れるだけである。結局初日
はＫ君に降り回されるだけで終った。
６月11日ﾃﾚﾋﾞを見て
Ｋ君は自分が気に入ったセリフやフレーズを復唱する事が多々あった。具体的には、ＴＶ
のＣＭの一部分であったり（提供は～でしたというフレーズとか)、番組のアニメのキャ
ラのセリフだったりした（ドラえもん等)。特に、暴れなくても授業中にこのような復唱を
大声でするのにかなり授業に支障がでていた。ロを抑えても止まるものではないので、根
気強くなんども注意して分らせるしかなかった。
Ｋ君はテレビが好きだったので、授業中テレビを見る機会が有るときはじっと集中して
いられるかと思われ◎が、実際は自分の興味のあるテレビ以外は普通の授業と同じように、
興味が続かなかった。
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６月１８日プール開き
今日は１年生２年生合同でプール開きがあった。Ｋ君はなんとか－人で着衣はできるも
のの、本人のペースに任せてると何時闇でもかかってしまう勢いなので、私が補助して着
替えさせた。
実際にブールの授業では、緊張感がかなりあった。プールは事故が起こり易い場所であ
る事は周知の通りだし、ＡＤＨＤ児が自由に行動してしまうと、重大事故に繋がってしまう
からである。
実際Ｋ〈んがプールに入るときは、マンツーマンである。ブールの授業をするときは、必
ず複数の人数でみるが、彼に関しては必ず－人が常に見ている必要があった。彼は水に対し
てかまり興味を持っていたので､－秒でも目を離したらどこかにいってしまった｡常に授業中、
彼の腕を握っていた。そうしてなくてはいけたい位、衝動的に行動してしまうのである。
６月２５日授業にて
少しずつＫ君の行動がわかるようにまってきて、こちらの対応に余裕がでてくるように
なった。相変わらず授業では集中できないが、行動パターンが掴めると、精神的にずいぶ
ん余裕ができる。授業での代表的ま行動パターンは①手足をぱたぱた動かす。椅子に座る
のが我慢できなくなると手足を激しく動かすようになる。これは、ちいさな子どもがわが
ままで手足をバタツかせ為のではまく、自分の意志とは無関係に動いてしまう。②机の下
にもぐりこもうとする。机の下にもぐりこむ事自体が目的ではなく、教室を走り回るため
の彼在りの知恵である。説明すると、彼があまりにも走りまわるので、困り果てた担任が
彼を、すぐに走りまわれない真ん中の方の席に変えた。横からは友達が座っているため出
られないため、机の下にもぐり、衝動的にまた走りまわるのである。③教室内を走りまわ
る。声を上げて走りまわったり、足をわざとバタバタさせながら走ったりする。これは、
授業を妨害するような意図ではなく、足をバタバタさせる時に出る音に興味を持っている
からである。④教室から突然出て行く。授業中突然教室から飛び出して行く。実は担任が
一番苦慮するのがこの行動であったりする。なぜなら、一度教室からいなくなると、彼を
探すために授業を中断せざるを得まいからである。－時間に２度も出て行かれると、授業
として成り立たなくなり、他の児童にも大きな影響を与えてしまう。私が来てから、授業
を止めまくて済むようになった分それだけでも担任にとって大助かりだったという。⑤大
声で復唱する。昨日見たＴＶのフレーズをランダムに復唱する。口を抑えても、言い聞か
せてもなかなか止まらないので､かなり対応に苦慮した｡結局ある程度自由に体を動かさせ、
エネルギーを発散させる方法がベストだと思った。
７月3日授業にて
かまり行動が読めるようになってきた。集中が途切れてくると手足をバタつかせる。そ
して、机の下にもぐりこむのはその逃避反応である。そのうち教室を走りまわろうとする。
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教室を走っていると、そのうち教室の外に出ようとする。仕方まく椅子に無理やり座らせ
ると、大声で復唱する。つまり、一端集中が途切れると、何かしらの方法で発散させよう
と試みているのである。だいたい、行動は従順にエスカレートしていくが、ランダムに突
然教室から飛び出して行くこともよくあった。
７月９日国語の指導にて
Ｋ君の指導で特に困るのは、話が聞けない、聞けてもなかなか理解できない事、また未来
の褒美のために今を我慢するよう左行動が出来ないため（話が聞けない事も要因である）目
標を設けて､それに向けて努力させるといった事があまりできまいことである｡普通の児童は、
約束事を設けて、それを守れば約束通りの褒美を与えるという方法が通用する。ただ、Ｋ君
は約束事が理解できずにいた。せっかく設定目標を低く設けても、目標自体を理解できなけ
ればそれに向けて努力する事もできない。彼の指導で苦労したのは、言葉を理解する事が難
しく、約束事を理解させ、同意の上での目標設定が出来なかった事にあると思う。
７月１６日一学期の最後の指導
今日が一学期最後の活動であった。およそ２ケ月を通して、ＡＤＨＤ児の特徴をかなり学
んだ。特にＫ君の行動パターンを観察し、理解に勤めたのは大きかった。もっとも彼の行
動に対して後手に廻っていた感は拭えないが、対処療法的な指導しか効果的な方法は他に
無かったと思う。
９月３日夏休みの感想文
夏休み直後という事もあり、夏休みの感想文を書くという授業があった。資料で自由に
教室内や図書館の本を借りられたのだが、Ｋ君は、中学生でも読めないような漢字だらけ
の本を開いて、興味深そうに読み始めた。何故この本に興味を持ったのか聞いてみても、
良く言葉にならなかったが、突然普段では考えられない物に興味を示す事がよくあった。
９月17日露を聞かせる工夫
以前にもなかなか人の話しを聞かせることが困難であることは書いたが、何とかして人
の話しを聞かせる方法は無いものか試行錯誤していた。中でも最も効果的に思えたのは、
相手の目線までこちらも目線を落として話しかけることである。彼に話しかけてい患事を、
声だけでなく、視覚でも訴えることによって、かなり効果的に話を伝える事ができるよう
にまった。鰻も、効果的といっても１０囚に一回話が通じたのが、１０鹿に２回話が通じる
ようになったような感じである。ＡＤＨＤ児への対応には決定打となるようなものはなく、
このよう左地道な工夫を穂み重ねていくことが大切である。
10月15日生活の中の進歩
授業では左かなか効果的な指導には怠っていかなかったが、生活面では着実な進歩が見
られるようになった。朝来たら、一人でランドセルをしまえるようになっただけでも大進
歩であるし、廊下に飛び出して行く数の減少、机に座っている時間の増加が明らかに見て
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取れた。２学期に入ってから、薬物の投与を不定期に受けていたため、明らかな落ちつき
が見て取れた。一度習慣付けてしまうと、ＡＤＨＤの児童でもその事に関しては、他の児童
と同じように（多少余計に時間はかかるにしても）行動できる。また、一度習得した習慣
に関しては、忘れずに実行できる。逆にＡＤＨＤ児は一度習得した習慣を変更する事が苦
手なので、慎重に習慣つけなくてはならない。
１０月２２日図工
今日の図工の授業では、のこぎりを使った木工作をする。特にＡＤＨＤ児がいる場合、
かまわず動き回るのでかまり注意が必要である。担当の先生一人では、とても授業が成り
立たなくなる。実際Ｋ君は図工に興味がなく、やろうとしないのだが、なんとか協力して
のこぎりで木を切断することができた。その行為自体がどれくらい学習になっているのか
は不明であるが、活動させる事に意義があると思う。
１０月３０日学芸会の準備と練習
そろそろ学芸会が近づいてきたので配役を決めることにまった。Ｋ君の配役はかなり苦
労した。ただ、彼と一緒に台本を読んでいくと、「スイミー」のセリフの部分にかなり興味
を持っていた。授業の時に復唱するくらい気に入って覚えてしまっていたため、その部分
だけ絆別にセリフで出演する事にした。練習では、彼だけ特別に合図をしてあげると嬉しそうにセリフを言った。「スイミー」の「ロケットみたいに突っ込んできた」の部分のロケ
ットというフレーズが特に気に入ったようである。やる気の有る事は、こちらから指示し
たくても非常に積極的にやろうとする。きっかけを与えてやり、それを突破口にして学習
を指導するという方法も試して行こうかと思う。
１１月５日通級学級の影響①
Ｋ君が進んで与えた問;題集を解こうとする。早く進めようとしているので、作業はかなり雑である。せっせと終らせると、外に出ようとする。私があわてて止めると、「ﾀ桁<、外行
く」と繰り返している。どうやら、通級学級の方で、与えた問題集が終れば自由に遊べると
いう約束事を作っていたようで、それに従って彼は急いで問題を解こうとしたらしい。問題を解くことよりも、遊ぶための障害をクリアするために適当に書き込んでいる感じであるが、今まで約束事を守らせることすらなかなかできなかった中ではかなりの進歩だと思う。とりあえず、この約束を生かしつつ、間違った闘題を書き直させた。彼はもう遊ぶことに意織が
いっていたので、－度終らせるとまた、机に戻して指導するのは難しい。学習している時に、
間違っている問題を直させて、少しでも机に長く座れる様に心掛ける事が大切だろう。とに
かく約束事が１つ作れたので学習に関しても、１つの足がかりにまった。
１１月Ｔ２日通級学級の影響②
今日もこのまえと同じように、問題集をやった。ただ、今日はいきなり問題を見ようとも
せずに、答えを書いていこうとしていた。どうやら、通級学級では問題を読まずに適当にや
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っていても、終りさえすれば遊べるらしく、それが習慣になってしまっているようだ。こち
らでいくら指導しようとしても、通級学級で逆の事をされたら、普通の子どもでも混乱する
だろう。むしろＡＤＨＤ児ならなおさらである。私はあくまでボランティアであり、通級学
級と直接に連絡する手段がなかった。恐らく、相互に連携して指導ができれば、効果的な指
導を試みることができたと思う。通級学級との連携の大切さを改めて感じる機会になった。
11月13日生活習慣の成立
小学一年生において、まず－番初めに覚えさせなくてはまらない事が、学校での生活習慣
である。例えば､学校に８時１５分までに来て､ランドセルをしまう。体育は自分で着替えて、
衣服は綺麗にたたむ。班ごとＩこ掃除をする、など学校生活の基礎となる部分である。生活習
慣については繰り返し指導していた成果もあり、ランドセルをきちんとしまえるようにまっ
たり成長した｡最近では､一人で体育霜に着替えられる様になってきた｡根気良〈指導すれば、
ＡＤＩｍ児は生活習慣を着実に身につけられると確信した。また、授業では初めて縄跳びがで
きるようになった。とにかく興味を持たせる事が大切で、興味の無いものには全くやろうと
もしない。学習面に関しても、このように少しずつだが着実な進歩も見られる。
11月２０日集中できる時間の延長
まだまだじっと座っている事は苦手ではあるが、朝の朝会の時、終るまでじっとその場
に立っていられるようになった。その場での復唱も大分頻度が減った。指導の成果が少し
ずつではあるが出ているようである｡確実に集中できる時間はちょっとずつ端えている。
学芸会直前であるが、自分のセリフは楽しんで言えるようになった。これも１つの習慣付
けのような感じである。
11月27日季節の変わり目
季節もすっかり冬になってきた．子どもたちのなかでも、朝コートを着て〈お児童が多
かったので、コート専用のフックを作って、それに掛けるように指導した。Ｋ君も朝、コ
ートを着てくるようになったので、そのように指導したのだが、なかなかできない。それ
どころか、朝、ランドセルをしまう作業にコートを掛けるという作業が加わってしまった
ため、しばらくはランドセルをしまう事も出来なくなってしまった。また根気良〈習慣を
つけるための指導する。
１２月10日国語の音読
春先には苦手だった音読も少しずつできるようになったので、問題集の他に音読もやら
せてみることにした。初めは曜日の音読から。月曜日から土曜日まで、根気良<教えてい
く。そのうち、教科書の音読ができるようになった｡もともと、ひらがな自体は十分理解
していたので、それほど難しい作業ではないようである。ただ、文字をしっかりと読まず
に、｜灘lで読む週間があり、音読はたびたび脱線した。戻しては脱線して、戻しては脱線
しての繰り返しだったので、なかなか進まない｡集中が完全に切れてきたら終了であるが、
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だいぶ集中できるようにまった。
12月25日終業式
Ｋ君が終業式の訳1時職をちゃんと立っていられるようになった。まだ復唱のほうはわ
ずかにあるものの、１学期の終業しきから比べると、はるかに進歩が見られる。通知表を
子ども達に渡したが、ＡＤＨＤの子は、高い評価を付ける事がをかまかできないので難しい
と、担任の先生も言っていた。
１月８日始業式
今までもそうだったが、Ｋ君はゴールデンウイークや、夏休みの後など長期休みの後は
なか左か集中できない。家での生活に憤れてしまって、学校での規則正しい生活に慣れる
まで時間がかかってしまう。担任の先生も、特に学校が始まる前は、学校での生活のよう
な規則に生活のリズムを変えてやってくださいとお願いしているが、やはり、緊張感の違
いからか、だらけてしまう。彼の場合、長期休暇の後や、５時間目の集中力に特に難が残
っている。
１月２８日指示の具体性
Ｋ君の行動が大体掴めてくると、指導にも余裕ができ、いろいろ試す事ができるように
まってきた。特に手応えを得たことは、指示を具体化させると理解され易いと言う事だ。
例えば、「ランドセルをしまいなさい」と指示するときょとんとして動けないが、仁のラ
ンドセルを､ロッカーのあの場所にしまい左さい」と具体的に場所と物をさして指示すると、
かなり動けることがわかってきた。ＡＤＨＤ児に対しては他の児童以上に具体的に指示を出
す事が有効であるようだ。また、目線で指示を出す事と組み合わせるとより効果的である。
２月１８日書く事の練習①
音読がかなりできるようになったので、今度は書きの練習を中心にやりはじめる。今ま
では、自分の名前しかひらが左で響けなかったが、「か」「さ」「〈」「い」などいくつかの
漢字も書ける様になってきた。また数時も２０までなら響ける様になってきた。ただ、９と
８の区別がつかないらしく、根気良<教えていても、ずっと蝿違えてしまう。
２月２５日露<事の練習②
冬の読;書感想文の景品のペンを非常に興味深そうに眺めていたので、それを使って文字
の勉強をさせてみた。きっかけがある分、すんなりと入っていけた。また「た」「う」の文
字も書ける様になった。とりあえず、自分の名前が書けるようにさせてあげたい。
３月４日通級の影響
Ｋ君の集中する科目、しまい科目には通級の影響が非常に大きい。例えば、図工に関し
ては、通級学級において全くやってい左いため、通常学級でも全くやろうとしちい。また、
その他の教科でも、通級での行動がつぶさに観察される。通級と、通常学級で違う事をや
ると、通級の方の授業に合わせ様とするので、なかなか進ままいことがあ患。やはり、両
鰯
亀
鴬
8３
鱒》
露
鴬
胖
Ⅱ
鐸
鰯
酵
夢
●
濯
臘
撲
騨
驚
灘
蝦
》
者の連携の大切さを感じる。
(3)観察から見えてきたもの
ＡDＨＤ児を一年間指導してみて見えてきたものが幾つかあるのでまとめてみる。
まず根本的に、ＡＤＨＤ児を通常学級に入れる率は各方面にかなりの負担があることを覚悟
しなくてはならないだろう。上にも:書いたよう左ＡＤＨＤの障害による行動は、障害児の問題
には留まらずに、授業の進行を妨げたり、他の児童の学習権を侵害してしまう事もありうる
ということである。また、授業が思う様に進まなかったり、勝手に出歩かれたりして、担任
教師には相当な負担がかかるし、ＡＤＨＤ児の隣りや前後の席の児童は、近くで大声を出され
たり、走りまわられたりするので、学習に集中しずらくなる。ある意味、学習権の不平等の
問題もおきてくるので、その辺をどのようにクラスで負担していくのかも問題になる。当然、
親にもそのような話は伝え聞かれるので、ADXの児の隣りには座らせないで欲しいという親
の要望が寄せられたりする。以上のように、ADIの児を通常学級に入れる場合、それなりの
リスクと負担が伴う事を前提としなければならないのである。
また、ＡＤＨＤ児が何故通常学級に入るかというと、実際は、親の強い要望があることが
多い。将来を考えて障害児学級には入れたくという要望である。また、通常学級に入るこ
とによって、人間関係を学んで欲しいという希望もある。陣:害児学級では、先生以外に自
ら自発的に会話をする事は通常学級に比べてはるかに少涙いため、人間関係を学ぶには通
常学級の方がはるかに有効ではある。しかしながら、言葉を上手く使ったり表現したりで
きないＡＤＨＤ児は、人間関係を構築することが難しい。また、相手の事を理解する事が難
しいため、液かなか友達もできにくいのである。Ｋ君の場合は、廻りの子が世話をする様
に優しく接してくれていた。彼の場合は非常に愛想が良かったのと、攻撃性が無かった事
が幸いしたと思われる。ただ、攻撃'性があったり、社交性が極端に乏しい場合は、ＡＤＨＤ
児が通常学級でいじめの対象になら左いと言える保証は無い。
学習面に関しては、専門的な知識のいる先生がいて、小人数でケアしてくれる鐘害児学
級の方が有効である。実際、学習の中心も障害児学級の方であったし、そちらの方が落ち
ついて学習できたかもしれない。ただ言える事は、通常学級でも障害児学級でもそれぞれ
良い点悪い点が存在する事である。むやみやたらに通常学級に入れることが、子どもにと
って良いとは限らない。それぞれの良さを生かした指導をして行く事が有効である。その
ためにも､私が何度も感じた様に､通常学級と障害児学級の共通理解をもっと深めて欲しい。
特にＡＤＨＤ児は、－度覚えた習慣を変える事は難しい。ある程度、双方に共通点を持た
せた方が、指導効率は格段によくなるはずである。教師はこまめに連絡を取り合い、互い
にその日の状況を伝え合えれば、次の日の不調の原因が分って対処ができたりするかもし
れまい。相互のコミュニケーションが大切である。
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指導に関しては､相手に自分が伝えようとしている事を示す（相手の目線で話す)。また、
指示を具体的にして分り易くする事（誰が何を何処に）が大切であると感じた。実際に指
導で生かして、この二つを組み合わせると効果的である事を確認している。
とにかくＡＤＨＤ児の指導には根気がいる。今日明日の出来、不出来を気にするのでは
なく、その子どもの人生を通して、子ども自身の進歩を着実に積ませる事が大切であると
感じた。
聯
箪
おわりに
この論文ではＡＤＨＤの基礎研究と、実際の体験に基づくケーススタディを記した。基
礎研究の中で、実際の症状や、具体的なケースに基づいた考察もしたが、やはり実際に自
分で体験した経験にかなうものはなかった。やはり本や映像で確認するよりも、体験する
ことがなによりも学習につながることを深く認識した。その中で、ＡＤＨＤ児を指導するた
めのポイントをまとめてみたので以下を参照してほしい。
ｌ相手の目線で、目を見ながら話しかけること
２指示は具体的に、分かりやすさを心がけること
３通級学級や家庭と連携をはかり共通で習慣つけること
４約束事を理解させ、守らせること
ｓクラス全体で指導していくような、支持的喉雰囲気をつくること
以上は実擦の体験に基づいて効果的だった指導怯である。ＡＤＨＤ児と－口に言ってもい
ろいろなタイプの児童がいる。児童によって効果的な指導法はそれぞれ違ってくるので、
カットアンドトライで効果的な指導を試す必要がある。
ＡＤＨＤは一見すると、わがままなようで、親や周りの児童に誤解を生みやすい。ＡＤＨＤ
児はだいたい３～５％で存在するといわれ、一つまたは二つのクラスで－人はいる計算に
まる。これから教師になり、学級運営するに当たって、ＡＤＨＤに対する正しい知識や理解を持つことが、非常に大切に在るだろう。正しい知識なしに、正しい指導法はありえない
からである。また、その基礎知識に則り、それぞれのＡＤＨＤ児に合った指導法を開発し
ていかなくてはならまい。これは非常に根気がいる作業である。ＡＤＨＤの学級での指導法
は、実践が伴ってはじめて研究が進むものである。ＡＤＨＤ児を持つ学級の教師ひとりひと
りが力を合わせることによって、彼らの未来が開けていくのである。
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